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電源・充電

電源・充電

可搬型ALCの有効性チェック

可搬型ALCが正しく測定しているかチェックできます。

有効性のチェックは、デジタルタコグラフと接続していない状態でおこないます。

※アルコール検知器点検キット（別売）を使用すると、より確実に有効性チェックができます。
　（0.150 ～ 0.300mg/L程度の数値が表示されます）
　

これ以降の操作は、P11「5．測定する」のステップ3からをご覧ください。

可搬型ALCがデジタルタコグラフと接続していない

状態で「電源・充電」ボタンを約4秒間押し続けま

す。

ステップ1

「SF C」と表示されたらボタンから指を離します。

有効性チェックが開始されます。

ステップ2

約4秒間押し続ける

6.チェック機能について

有効性チェック表示
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マウスピース
を付けます。

電源・充電電源・充電

可搬型ALCが測定の準備をします。マウスピースを付けます。

測定準備時の表示パネルに表示されるコード

温度表示　　　　　　

バッテリー
残量表示
　　　　　　

※AC アダプターが接続されているときは
　表示されません。

※現在までの測定した回数です。

ウォームアップ
カウントダウン
表示（20 秒）

待機状態表示
（測定可能状態）

測定回数表示

ステップ3

□□□□　１００　～　８４回

　□□□　　８３　～　６７回

　　□□　　６６　～　５０回

　　　□　　４９　～　　０回

測定できる残り回数の目安

5.測定する
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電源・充電電源・充電電源・充電電源・充電

電源・充電電源・充電電源・充電電源・充電

可搬型ALCから「ピピピッ」と音がしたら、マウスピースで吹

き込み口から息を吹き込みます。

約３秒間息を吹き込むと、本体から「カチッ」という音がし

て、アルコール濃度算出中表示になります。

測定結果が表示されます。

※図はアルコール濃度0.000mg/Lを表します。

測定中に表示パネルに表示されるコード

測定時カウント
ダウン表示　　　　　　

アルコール濃度算出中表示　　　　　　
※アルコール濃度を測定しています。

※息を吹き込むと、測定中の３秒間
　「3→２→1」と表示されます。

※息の吹き込みを中断すると、「----」
　（待機状態）に戻ります。

ステップ4

ステップ5

5.測定する


